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Regional characteristic landforms, such as an 
incised meander, gorge, bedrock river terraces 
are frequently distributed along the upstream of 
river basins , which issue from the Boso Hills in 
the southern Boso Peninsula. The Landforms were 
formed by downward erosion, which had been 
dominated in this area since the Holocene. There is 
also a waterfall such as Awamatanotaki of the Yoro 
river, where a knick point is located on the upstream 
of the river bed. 

In this area new paddy fields were developed on 
meander scars , which were artificially made by 
short cuts of meanders(Kawamawasi)
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要　旨　千葉県鴨川市天津の東京大学附属千葉演習林に分布する三浦層群天津層より，キヌタレガイ科の Acharax cf. 
johnsoni (Dall, 1891), ハナシガイ科の Conchocele bisecta (Conrad, 1849), オトヒメハマグリ科の Adulomya? sp. の 3
種の二枚貝化石の産出を報告する．これらの二枚貝類は，いずれも化学合成生態系の代表的な構成要素である．産出層
準は，天津層下部の小湊凝灰岩部層およびその近傍と考えられる．

キーワード：化学合成貝化石群，三浦層群天津層，Acharax，Adulomya，Conchocele

房総丘陵に広く分布し，清澄山系を形成している三
浦層群は，中新世中期〜鮮新世後期にかけての陸棚か
ら大陸斜面，深海底にかけての堆積物とされる（澤田
ほか , 2009）．このうち，清澄層および安野層が主と
してタービダイトの砂岩シルト岩互層からなるのに対
して，天津層は塊状のシルト岩およびシルト岩に凝灰
岩を頻繁に挟有する互層を主体とし，海生生物の化石
を多く含む．

微化石年代およびフィッション・トラック年代に
もとづき，天津層は中新世中期〜後期ないし鮮新世初
頭の深海底の堆積物であるとされ，微化石生層序学的
研究が進められてきた（たとえば蟹江ほか , 1991; 芳
賀・小竹 , 1996; 三田 ･ 高橋 , 1998; 亀尾ほか , 2002; 
澤田ほか , 2009）．一方，海生の大型化石を中心とし
た古生物相については，天津層中に挟在する粗粒堆積
物である千畑層産出の化石についての多数の研究があ
るものの，主として塊状シルト岩からなる天津層の主
部から産出する大型化石についての研究は少なく，と
くに古生物学的な記載を伴った報告はわずかである

（Kurihara and Tokita, 2010; Kato et al., 2016）．
本稿では，鴨川市内に分布する天津層から発見され

た，化学合成生物群集に特徴的な 3 種の貝化石の記載
を行い，天津層の古生物相の究明および大型化石から
見た古環境復元に向けての基礎データのひとつとした
い．本稿で検討した標本は千葉県立中央博物館（資料
略号 CBM-PS）および，東京大学大学院農学生命科学
研究科附属千葉演習林森林博物資料館に収蔵される。

貝化石群と産出地点

今回報告する貝化石群は，鴨川市天津の東京大学大
学院附属千葉演習林内（以下，千葉演習林とする）の，
二タ間川沿いの本沢林道で発見されたものである．筆
者らは，千葉県立中央博物館の重点研究の一環として，
千葉演習林と共同で房総丘陵の地質および古生物相の
基礎的調査をすすめてきたが，本沢林道の崖崩れによ
る林道修復工事に際して，千葉演習林技術職員の阿達
康眞氏らが貝化石群を発見し，情報が寄せられた．崩
落岩塊からの貝化石の発見・採集は，2006 年および
2016 年の 2 回にわたる．

Loc. １（35°08′30″N，140°09′17″E）
2006 年 6 月に，本沢林道の東側の小規模な谷地形

から林道に落下した，長径 1m を超える砂岩塊の除去
中に発見された．マトリックスはスコリアを散在的に
含む中粒砂岩で，不均一に石灰質コンクリ−ション化
していた．この砂岩塊から合弁のオウナガイ 1 点と，
キヌタレガイ類が数点得られた．
Loc. ２（35°08′37″N，140°09′12.4″E）

2016 年 4 月に，Loc. 1 の約 200 ｍ北側の林道側
壁の露頭崩落による岩屑の除去工事中に発見された．
貝化石のマトリックスは，主としてスコリアおよび軽
石に富む著しく凝灰質な粗粒砂岩で，石灰質のコンク
リ−ションは見られなかった．合弁のナギナタシロウ
リガイ類 1 点が発見されたほか，キヌタレガイ類が
20 点以上，保存不良なエゾバイ科未同定種などが産出
した．キヌタレガイ類も両殻を残す個体が多いが，大
半は殻が溶脱したモールドであった．
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図 1．化石の産出地点．国土地理院発行の 2 万 5 千分の 1 地
形図「安房小湊」を使用．

リガイ類は，鰓の上皮細胞に共生する化学合成細菌が
作り出すエネルギーに依存しており、(Le Pennec and 
Fiala-Medioni, 1988; Fujiwara et al., 2000)，海洋底
の硫化水素を含む熱水噴出口や，プレート沈み込み境
界近傍をはじめとしたメタンや硫化水素を含む冷水湧
出域などに限って生息する．また，オウナガイ属も現
在の北太平洋の冷湧水域に多く見られ，化学合成生態
系における化石記録も多い（天野，2014）．さらにキ
ヌタレガイ類も化学合成細菌を共生させていることが
知られ（藤原，2003 など），化学合成生態系における
多数の化石記録がある．

これら代表的な化学合成二枚貝の天津層からの産
出は，活発な海底火山活動があったとみられる小湊凝
灰岩部層の堆積時に，メタンや硫化水素に依存した化
学合成生物群集が存在していた可能性を示すものであ
る．新生代の海成層が広く分布し，プレート境界に近
い房総半島では，これまでに保田層群，千倉層群，上
総層群から化学合成生物群集が報告されてきたが（間
嶋 ほ か , 1996; 柴 崎・ 間 嶋 , 1997; 蟹 江 ほ か , 1997; 
Isaji, 2013），今後，三浦層群からの化学合成生物群集
の報告が期待される．

種の記載

Acharax cf. johnsoni (Dall, 1891)

図２, A–D

記載 .—
殻は中型で薄質．適度に膨らみ，楕円形．背縁と腹

縁はほぼ直線状で平行になる．背縁はほぼ直角に前縁
と交わる．前縁はやや裁断状で，緩やかに弧を描き，
腹縁につながる．後背縁は短く，傾斜し，後端は細まる．
殻頂は低く，後方に偏り，前端から全殻長の約 4/5 の
場所に位置する．殻表は，殻頂から伸びる多数の放射
状の畝で覆われる．靭帯は外在し，後背縁のほぼ全域
を占める．

計測値 .—CBM-PS 5664, 殻長 78+ mm，殻高 35 mm; 
CBM-PS 5665, 70+ mm，23+ mm

比較 .—
日本列島の中新統から産出するキヌタレガイ類は，

埼玉県の平仁田層と群馬県の原田篠層より産出する
Acharax gigas や，千葉県の青木山層，茨城県の九面
層および神奈川県の葉山層群より産出する Acharax 

yokosukensis が知られるが，この２種はいずれも殻長
が 250 mm をこえる超大型種であり（Kanno, 1960; 
Kanie and Kuramochi, 1995; Amano and Ando, 
2011），ここで報告する天津層のキヌタレガイ類化石
とは明らかに異なる．現生種との比較では、浅海域に
生息するアサヒキヌタレガイ Acharax japonicus は，

中嶋ほか（1981）によれば，鴨川市天津地域には
中上部中新統の三浦層群天津層が分布し，調査地点付
近では，全体として北西に傾斜する天津層の下部〜中
部が，北北東—南南西の断層で寸断され，くり返し出
現する．とくに化石採集地点周辺の天津層は厚い凝灰
岩ないし凝灰質砂岩からなる小湊凝灰岩部層が発達す
る天津層の下部とされる．

現地調査において有効な凝灰岩鍵層は見出されな
かったが，火砕物質に著しく富んだ岩相から，Loc.2
は中嶋ほか（1981）の小湊凝灰岩部層に相当するとみ
られ，産出層準は凝灰岩鍵層 Am40 より下位であると
考えられる．一方，Loc. 1 の石灰質ノジュールは，林
道よりも高い標高から落下したものである．そのため，
Loc. 2 よりもやや上位の層準に由来する可能性がある
が，正確な産出層準は不明である．

これまでに千葉演習林内の天津層からは，小池・西
川（1955）が，Buccinum sp. Dentalium yokoyamai 

Makiyama, Dentalium sp., Solemya tokunagai 

Yokoyama, Palliolum (Delectopecten) peckhami 
(Gabb), Calyptogena sp., Conchocele bisecta (Conrad), 
Lucinoma  acutil ineata  (Conrad),  Lucinoma 
spectabilis Yokoyama, Lucinoma kamenooensis 

Otuka の 産 出 を 報 告 し て い る． ま た 飯 島・ 池 谷
（1976）も，千葉演習林内の天津層から Lucinoma 
acutilineata, Conchocele bisecta, Acila divaricara 
(Hinds) が，自生的産状で散発的に産出することを記
述している．しかしながら，産状や分類学的な記載が
なく，産出地点も示されていなかった．

今回，産出を報告する３種類の二枚貝は，いずれも
化学合成生物群集の主要な構成要素として知られ，化
石記録も詳しく調べられている（天野 , 2014）．シロウ
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図 2．
A–D, Acharax cf. johnsoni (Dall, 1891).
A，合弁個体の右殻の外側面（CBM-PS 5664）；B，CBM-PS 5664 の背側面；C，合弁個体の外形雌型からかたどっ

たシリコン型（CBM-PS 5665-1）；D，C と同一個体の内形雌型（CBM-PS 5665-2）．lig ＝靱帯，u ＝殻頂．
E–G, Conchocele bisecta (Conrad, 1849).
E，合弁個体の左殻の外側面（千葉演習林森林博物資料館資料番号 No. 376）；F，No. 376 の右殻の外側面；G，

No. 376 の背側面．
全て同縮尺で撮影．スケールは 50 mm．
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図 1．化石の産出地点．国土地理院発行の 2 万 5 千分の 1 地
形図「安房小湊」を使用．
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図 2．
A–D, Acharax cf. johnsoni (Dall, 1891).
A，合弁個体の右殻の外側面（CBM-PS 5664）；B，CBM-PS 5664 の背側面；C，合弁個体の外形雌型からかたどっ

たシリコン型（CBM-PS 5665-1）；D，C と同一個体の内形雌型（CBM-PS 5665-2）．lig ＝靱帯，u ＝殻頂．
E–G, Conchocele bisecta (Conrad, 1849).
E，合弁個体の左殻の外側面（千葉演習林森林博物資料館資料番号 No. 376）；F，No. 376 の右殻の外側面；G，

No. 376 の背側面．
全て同縮尺で撮影．スケールは 50 mm．
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かなり小型で前縁がなめらかに弧を描くなどの違いが
ある（奥谷 , 2001）．深海域に生息するスエヒロキヌタ
レガイ Acharax johnsoni は，殻長が 150 mm ほどに
なる大型種であり，前縁がやや裁断状で，後縁が短く
細まるなど，当該標本に似た特徴を有する（Kamenev, 
2009；奥谷 , 2001）．

な お， 小 池・ 西 川（1955） は， 千 葉 演 習 林 内
の天津層から産出したキヌタレガイ類を Solemya 

tokunagai Yokoyama として報告しているが，標本が
図示されていないため，詳細は不明である．

Conchocele bisecta (Conrad, 1849)

図 2, E–G

記載 .—
殻は大型で薄質，亜三角形でよく膨らむ．前背縁は

やや凹み，前端から腹縁にかけては破損している．後
背縁から後縁にかけては，ゆるやかに丸まる．殻頂か
ら後腹隅にかけて褶が存在するが，殻が圧密を受けて
破損しているため，やや目立たない．殻頂はやや尖り，
前傾する．殻表は，細かい成長線に覆われる．

計測値 .— 千葉演習林森林博物資料館資料番号 No. 
376; 殻長 80+ mm，殻高 68+ mm

比較 .—
日本産の化石及び現生種のオウナガイについては，

Yabe and Nomura（1925）が総括を行い，複数種が
記載されていたが，後に波部（1977）の見解に基づき，
それらは Conchocele bisecta にまとめられている（例
えば，上田・杉山 , 1984）．

Yabe and Nomura（1925）では，清澄山産のオウ
ナガイ化石を Thyasira bisecta var. nipponica として
報告しているが，標本が図示されておらず，文献によ
る当該標本との比較はできない．上述の通り，小池・
西川（1955）および飯島・池谷（1976）も，千葉演
習林内の天津層から Conchocele bisecta (Conrad) を報
告しているが，これも標本が図示されていないため，
詳細は不明である．

Adulomya? sp.

図 3, A–C

記載 .—
殻は大型で厚質，長楕円形．適度に膨らむ．前背縁

は短く緩く弧を描く．前縁はやや細まる．後背縁は長
く，緩やかに弓なりで，後縁と鈍角をなして交わる．
後縁は丸く，微かに広がり，腹縁と鈍角をなす．腹縁
は，中央部で深く凹む．殻頂は低く，前端から全殻長
の約 1/8 の場所に位置する．殻表は，細かい成長線に
覆われる．靭帯はとても長く，後背縁の約 2/3 を占める．
鉸歯は観察できない．右殻は，前方の一部を除き，殻

が剥離し内表面が露出し，套線が部分的に観察できる
が，全体像は不明である．左殻は腹縁の内表面の一部
を除いて，未剖出である．

計測値 .—CBM-PS 5669; 殻長 166 mm，殻高 46 mm

比較 .—
Adulomya 属 は，Kuroda（1931） に よ り， 長

野 県 の 中 新 統 別 所 層 よ り 産 出 し た Adulomya 

uchimuraensis を模式種として設立された．日本列島
から産する Adulomya 属はこれまでに５種が記載さ
れ，また同属に含まれるとされる幾つかの化石種が確
認されている（Amano and Kiel, 2011; Isaji, 2013）．
それらのうち，Matsumoto and Hirata（1972）によ
り 記 載 さ れ た Akebiconcha uchimuraensis (Kuroda)

は，Amano and Kiel（2011） に よ り Adulomya? sp

とされた種であるが，殻が細長く，腹縁が中央部で
凹む点や，殻頂が著しく前方に位置し，靭帯がとて
も長い点で，当該標本に最も似る．しかしながら，
Matsumoto and Hirata（1972）の記載した最大個体
の殻長は 112.5 mm であり，当該標本の 70％に満たな
い．また，A. uchimuraensis (Kuroda) も，当該標本
同様に，鉸歯の特徴が明らかではないので，詳細な比
較検討は困難である．既に述べたとおり，小池・西川

（1955）は，千葉演習林内の天津層から Calyptogena 
sp. を報告しているが，標本が図示されていないため，
詳細は不明である．
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図３．
A–C, Adulomya? sp.

A，合弁個体の右殻の外側面（CBM-PS 5669-1）．Acharax cf. johnsoniが共産する .  B．右殻の背側面；C．A

のカウンターパート（CBM-PS 5669-2）．lig ＝靱帯，u ＝殻頂．
全て同縮尺で撮影．スケールは 50 mm．
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A chemosynbiotic molluscan 

assemblage from the Miocene Amatsu 

Formation in the University of Tokyo 

Chiba Forest, Boso Peninsula,

 central Japan
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955-2 Aoba-cho, Chuo-ku, Chiba 260-8682, Japan

E-mail: isaji@chiba-muse.or.jp

Three species of the chemosynbiotic bivalves, 
Acharax cf. johnsoni (Dall, 1891), Conchocele bisecta 
(Conrad, 1849), and Adulomya? sp. are described 
from the Miocene Amatsu Formation distributing 
in the Amatsu, Kamogawa City, Boso Peninsula, 
central Japan. A conjoined Adulomya? sp. and 
abundant Acharax cf. johnsoni were obtained from 
the tuffaceous sandstones of the Kominato Tuff 
Member of the formation. A conjoined Conchocele 

bisecta had occurred in the calcareous sandstones 
nearly same horizon of the Kominato Tuff Member 
in association with several Acharax cf. johnsoni.
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房総半島の三浦層群および上総層群からの十脚甲殻類化石の追加資料
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要　旨　房総丘陵に分布する新第三系三浦層群および第四系上総層群から得られた，12 種の十脚甲殻類化石を報告す
る．これらは多くが鉗脚指節のみの化石であるが，化石として初めての記録となる属も含む．上総層群市宿層から産出
するタカアシガニ属のハサミ脚可動指および不動指の化石は，本属ではもっとも新しい時代の化石記録である．

キーワード：十脚甲殻類，化石，千畑層，上総層群，房総半島

新第三系および第四系の海成層が広く分布する房総
半島においては，十脚甲殻類化石は，これまでに三浦
層群（Kato, 2002），下総層群（福田 , 1971; 福田・福
田 , 1969a, 1969b, 1973, 1976; 大原ほか , 1976; 合葉
ほか , 1997; Kato and Karasawa, 1998; 加藤 , 2001），
および海岸地域の完新統（金子 , 1951; 直良 , 1954;　
今泉 , 1961; 福田 , 1988, 1989; 会田・鈴木 , 1998; 加
藤ほか , 2012）からその産出が報告されてきた．

三浦層群千畑層の例をのぞけば，これらはほとんど
が下総台地や木更津−袖ヶ浦地域の中上部更新統下総
層群及び海岸地域の完新統の浅海堆積物からの記録で
あるが，多様な堆積環境で形成されたと考えられる房
総丘陵の新第三系および第四系からも，まとまった量
ではないものの，断片化した十脚甲殻類化石が得られ
ている．このような化石資料は今後も増加すると思わ
れるが，ここでは現時点までに三浦層群および上総層
群より新たに得られた若干の追加資料について報告す
る．なお、本稿で検討した標本は千葉県立中央博物館
に収蔵される（資料略号 CBM-PI）．

新たに得られた十脚甲殻類化石の産出層準

1．三浦層群
・千畑層

富津市および鋸南町に分布する三浦層群千畑層から
は，ケアシガニ科ケアシガニ属の Maja tomidai およ
び，ヒシガニ科カルイシガニ属の Daldorfia sp. の 2
種の十脚類化石が知られるが（Kato, 2002），本層か

らは新たにスナモグリ科の鉗脚片，ヤドカリ科の前節
片，クモガニ上科と見られる鉗脚可動指，背甲を残す
アサヒモドキ属 Umalia sp. が確認された．本層から
は，温暖な海洋環境下で堆積したことを示唆する軟体
動物化石が知られるが（小澤・冨田 , 1992; Tomida, 
1996），Daldorfia sp. および Umalia sp. の出現は十
脚甲殻類化石における同様な環境を示す要素と言え
る．上位および下位を占める天津層の微化石年代（蟹
江ほか , 1991; 澤田ほか , 2009; 亀尾ほか , 2002）お
よびフィッション・トラック年代（徳橋ほか , 2000）
などから，千畑層はおよそ 6Ma 前後の堆積物と考え
られる．

2．上総層群
・竹岡層

富津市関に露出する竹岡層基底部（大原・高橋 , 
1975 の Loc. 2）より，イチョウガニ科カニ類の鉗脚
掌部が確認されたが，資料が乏しく全容は不明である．
大原・高橋（1975）によれば，本地点の貝化石群集
は岩礁性の貝類を主体とし，上部浅海および下部浅海
の種も混じる．また，温暖な水塊の影響を強く受けて
いるが，親潮系の指標種も混在する．本地域の竹岡層
は，上位の十宮層・黄和田層との関係から，火山灰鍵
層 Kd38 よりやや下位にあたる，更新世前期の堆積物
と考えられる（鈴木ほか , 1995; 中嶋・渡辺 , 2005）．

・市宿層
君津市市宿地内の大規模採砂場からは，6 科 6 属
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